
 
 
 
 
 
  
                                                            
 

《 ネブタ雑感① 「ネブタは担ぐもの」 》 
 

以前から感じていることなのですが、ネブタはその発生当初から「担ぐもの」だということが定着してきたような気がし

ます。ネブタの最も古い図は江戸時代後期に弘前藩士の比良野貞彦という人が描いた『奥民図彙』という本にあるものです。

これには、数人の人たちが担いでいるネブタが描かれています。このネブタの形は角灯籠の上に飾りがついたものです。 
 さらに、時代が下がって、幕末頃に平尾魯仙という画家が描いたネブタの図がありますが、ネブタの形は人形灯籠で大勢

（２０数名）の人で担いでいます。角灯籠から人形灯籠に変わり形も大きくなっていったことがわかります。人形灯籠に変

わるきっかけとなったのは、当時行われていた弘前八幡宮の例祭の行列に出されていた人形を乗せた山車であったろうとい

う説が有力です。ただし、山車には木製の車が取り付けられ、それを大勢の人たちが綱で引いています。これは、今の弘前

のネプタと同じです。扇ネプタに綱をつけてそれを子供たちが引いています。また、この魯仙の図には前ネプタとして担ぎ

ネプタが数台出ています。これは、まさに皆さんがやっている担ぎネブタそのものです。 
 ということは、青森のネブタは幕末あたりの形態をそのまま継承していったということになります。青森の戦前までのネ

ブタの多くは担ぎネブタでした。これが青森ネブタの特徴でもあり、また、ネブタの見所のひとつだったろうと思います。

ある老齢の女性が昔のネブタの印象的な思い出として、一人担ぎネブタを担いでいたのが見事な入れ墨を施し体形もがっち

りした人で、回りについた四人も入れ墨を入れた人たちというので観客の注目をあびたということを語っていました。 
 弘前などでも担ぎネプタがしばらく存続していたと思われます。「近頃ネプタを車につけて出すところがあるが、実にだら

しのないことでなげかわしい」という意味のことが弘前や大湊（むつ市）の文献に書かれています。このように、かつては、

ネブタは担ぐものだという考えが一般的であったと思います。 
 次回は青森の担ぎネブタについてもう少し詳しく紹介したいと思います。 
 

 
＜ 平尾魯仙が描いたネブタの図 ＞ 

 

 
＜ 弘前八幡宮例祭の山車 ＞ 

                                                         
  ※この記事について質問、意見や情報がある人は事務局（あるいは成田まで直接）までお寄せ下さい。できたら誰でも気
軽に参加できる「ネブタに何でもコーナー」というようにしたいと思っています。 

成田Eメール：satoshi_narita@pref.aomori.lg.jp 




